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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

平成 27年６月 26日に提出いたしました第 13期（自 平成 26年４月１日 至 平成 27年３月 31日）

有価証券報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報

告書の訂正報告書を提出するものであります。 

 

２【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第２ 事業の状況 

４ 事業等のリスク 

 (2) 製造に関する依存について 

 

３【訂正箇所】 

訂正箇所は＿＿を付して表示しております。 

 

第一部 【企業情報】 

第２ 【事業の状況】 

４ 【事業等のリスク】 

 (2) 製造に関する依存について 

（訂正前） 

当社グループの当連結会計年度における売上高の90.8％を占めるバイオ産業支援事業において、中国

の子会社である宝生物工程(大連)有限公司が生産している割合は、当連結会計年度の販売価格ベースで

算出した生産実績合計の39.0％を占めております。当社グループでは生産拠点の集約により、価格競争力

の強い製品の製造を実現しており、また、当社グループの規模では製造拠点の分散化は得策ではないと考

えておりますが、当該子会社の収益動向の変化や、何らかの理由による事業活動の停止などにより、当社グ

ループの事業戦略や経営成績に影響を及ぼす可能性があります。 

 

（訂正後） 

当社グループの当連結会計年度における売上高の67.1％を占める主力の研究用試薬を、中国の子会社

である宝生物工程(大連)有限公司でその殆どを生産しております。当社グループでは生産拠点の集約によ

り、価格競争力の強い製品の製造を実現しており、また、当社グループの規模では製造拠点の分散化は得

策ではないと考えておりますが、当該子会社の収益動向の変化や、何らかの理由による事業活動の停止な

どにより、当社グループの事業戦略や経営成績に影響を及ぼす可能性があります。 

 

 


